
 

 

平和をつくるシリーズ第 2 弾 

パレスチナから 

子どもたちのメッセージが届きました！ 

2026年 9月 26日 （土） 10時～18時 

フレンテ西宮 4階 多目的室ギャラリー（JR西宮駅前） 

16時～ガザ映像上映・交流会 どなたでもご参加大歓迎 
昨年 10月の停戦以降もガザ地区・ヨルダン川西岸地区への攻撃や占領は続き、病院や学校は閉

鎖され、さらに今、人道支援すら入りにくい状態です。食糧、医薬品、日用品などの必需品が不足、

イスラエルからの物資は高騰していて、パレスチナの貧しい人々には入手困難な状況です。 

 そのような中 7月末に来日された、モハマド・アローシュさん（パレスチナ市民が主人公の国を

めざし、今年 11月に 20年ぶりの自分たちの代表を自分たちで決める選挙の準備をしておられま

す）が、子どもたちの描いた 44点の絵画を送ってくださいました。 

 絵画には子どもたちの様々な思いが込められています。 

その思いにほんの少しでもふれて、パレスチナで何が起こっているか事実を知り、 

平和について考えるひと時になりましたら幸いです。 
  
たくさんのつらい出来事を経験した子どもたちの悲しみは計り知れません。私たちが自分事として捉えるには、 

あまりにもかけ離れた事実かもしれませんが、81年前の阪神大空襲で焼け野原になった西宮と重なってきます。 

子どもを愛する心で絵にふれて、子どもたちの平和な未来をともに創っていきたいですね。 

 
【主催】平和をつくる絵画パネル展実行委員会 【連絡先】０９０－３９７５－０６７０ 松谷 

★写真展示もあります。 

【写真パネル協力】西宮の空襲を語り継ぐ会、平和と福祉のまち西宮をつくる会、つむぎ平和カフェ、ZENKO 兵庫 


